
境に適応した計測較正手法の開発」，「トモグラフィ再構

成技術の開発」及び「平衡再構成の最適化と検証」を

つの課題を最重要課題として取り上げ，その解決に向け

た取組みを進めている．本会合では，「燃焼プラズマ環

境に適応した計測較正手法の開発」に関して重点的に報

告された．特に，真空容器内で稼働するロボットを利用

して計測装置の視野の位置決めをする手法が の

ボロメータやドップラーフリー分光計測装置に適用さ

れ，有用な手法であったことが報告された．今後，

でも計測装置の視野位置や感度の較正にロボット技術

の利用が拡大していくことが予測される．

共同実験に関する報告：共同実験に関し

て，今回の会合ではいくつかの進捗報告が行われた．「赤

外反射光のベンチマーク」に関する共同実験では，フラ

ンスのトカマク装置である の赤外カメラ像のデー

タを対象としたデータ解析について報告された．第一壁

の温度分布と輻射率分布に関するシミュレーションデー

タを多数用意するとともに，ニューラルネットワークに

よる学習を行うことによって，第一壁の輻射率分布を知

らずとも，観測された赤外光強度分布から第一壁の温度

分布を求められることが示された．また，「 のため

の統合解析手法の開発」に関する共同実験の成果とし

て，データ解析インフラストラクチャ （

）の整備が着実に進捗してい

ることが報告された．この他，「プラズマ対向第一ミラー

の環境試験」や，「少量ペレットを用いた電子密度及び

不純物分布の観測及び制御」，「 での適用に向けた

レーザー誘起ブレイクダウン分光計測」などの報告が行

われた．

各極の活動状況： 機構から，回路による時間積

分を必要としないホール素子による磁場計測について，

従来はビスマスをセンサーとして使用することが検討さ

れていたが，電気抵抗が経時的に増加する現象（ビスマ

ス層が製造時に偶発的に酸化したと推測されている）が

見つかり，センサー材料をアンチモンに置き換えたこと

により当該課題が解決されたことが報告された．また，

機構から，シンチレータを利用した損失アルファ

粒子計測装置の概念設計が示された．高速イオンのエネ

ルギーやピッチ角を求める原理のみならず，シンチレー

タの発光を伝送及び検出するための光学系やシンチレー

タを測定時に測定位置へ送り込むレシプロケータの機械

設計など， で損失アルファ粒子計測を実際に行う

ための具体的な構成について報告された．中国から，担

当する 計測装置の進捗状況の他，新たに建設を予

定している （燃焼プラズマ実験用超伝導コイルト

カマク装置）の設計の進捗が報告された．アメリカから

は，プラズマ中に入射した速波の波束到達時刻を一定時

間間隔で測定することによって干渉計のフリンジジャン

プ問題の解決を試みるなど，長パルス化に向けた実践的

な研究成果が報告された．また，ロシア，韓国及びイン

ドから，設計と実規模プロトタイプの製作の両輪で，

計測装置の開発を精力的に進めていることが報告され

た．

日本からの報告：西谷氏（名古屋大）から， プラ

ズマの中性子計測に対する による非等方的な中性子

放出の影響評価について報告があった．各中性子計測装

置の設置位置やプラズマを直視しているか否かなどの条

件に依存するが，中性子束モニターや放射化箔計測シス

テムでは，プラズマが低密度の時に ％程度の中性子発

生率の過大及び過小評価となることが示された．ピー

ターソン氏（核融合研）から， における

イメージングボロメータ計測の初期結果及び 次元モン

テカルロ流体・中性粒子輸送コード との

定性的な比較について報告があった．谷塚氏（量研）か

ら，日本が調達する つの 計測装置の開発の進展

について報告があった．特に，ポロイダル偏光計用のタ

ングステン製レトロリフレクターについては，実機製作

時の機械加工及び組立手法を実際に適用したうえで計

測した反射面同士の二面角が要求精度を満足した結果

などが示され，製作性の検証が概ね完了し， 年には

実機製作が本格化する見通しであることが報告された．

本 の議長は 氏（ ）から 氏

（ ）に，副議長は 氏（韓国）から 氏（中

国）に引き継がれる．

（原稿受付日： 年 月 日）

イインンフフォォメメーーシショョンン

■■会会議議報報告告

（ ）報告

岡 弘（北海道大学）

増崎 貴（核融合科学研究所）

渡辺淑之（量子科学技術研究開発機構）

年 月 日から 日まで，スペインのグラナダ

にて標記会議が開催された．グラナダでの開催は前回予

定されていたが，コロナ禍のためオンラインでの開催と

なっていた．今回，コロナ禍が明け，前回に引き続いて

スペインの が主催しての現地開催となった．ア

ルハンブラ宮殿で有名なグラナダは，欧州の核融合中性

子照射設備 の建設予地である．発表件数

は 件， 件，招待講演 件，口頭発表

件，ポスター発表 件の計 件，その内，国別

では中国の発表件数が最も多く 件，次いで日本が

件，米国が 件であった．参加者数は正式に発表はされ

ていないが， 人を超えたとのことである．

構造材料に分類される口頭発表は，プレナリー含め

件であった．内訳は，フェライト鋼 件，タングステン

件， 件， 件，その他 件となっている．ポ

スター発表は「Ａ．構造材料」だけで 件にのぼった．

前回の会議である では，バーチャル開催とい

うこともあってか 関連の発表はそれ以前に比べて

減っているように感じていたが（ 件中 関連は 件

（ ％）），今回は再び増加する傾向（ 件中 件（ ％））

であった．一つの理由は，金属積層造形（いわゆる

）による 合金の製造を試みる研究が，

世界各国で盛んに行われていることに起因する．今回の

会議においても，中国，韓国，米国，欧州（仏国）から

による 合金製造に関する発表があり，この点は

特筆すべきであろう．今や各国が競って開発を行ってい

る状況であると言える．なお， を や 合金，

合金にも適用した発表も行われている．核融合炉構造材

料開発に必須である中性子照射については，世界的に中

性子照射場が減る中，新たな照射データが出にくくなっ

ている状況である．その中で米国は本会議においても中

性子照射データを出してきており，これはやはり

の がコンスタントに稼働し続けていることが大き

いと考えられる． （岡）

高熱流束プラズマ対向材料については，プレナリーを

含めた口頭発表が 件，ポスター 件の発表があった．

口頭発表の多くは，現時点で核融合炉プラズマ対向材料

の第一候補である に関する発表であった．日米協力事

業の下で米国の 炉で実施された 及び 合金への

熱中性子を遮蔽した高速中性子照射後の材料特性につい

て，東北大の長谷川先生がプレナリーで発表された他，

及び 合金，高熱流束機器のヒートシンクや冷却管材

料となる銅合金の中性子照射影響に関して 件の口頭発

表があった．プラズマ対向材料でも， による や銅

合金コンポーネント製作技術開発が進んでおり 件の口

頭発表があった．また， の脆性を補完する新材料であ

る 繊維強化 開発の進展について 件の口頭発表が

あった．この他，全 装置である と

，金属壁装置である におけるプラズマ・壁相

互作用， を用いた繊維強化複合材，液体金属プラズ

マ対向壁などに関する口頭発表があった．日本からは，

静岡大の大矢先生が 及び 合金の水素同位体透過へ

の中性子照射影響について，大阪公立大の秋吉先生が

及び 合金の熱伝導評価について， の濱口氏が

グレードの銅合金の中性子照射後の機械特性について，

東北大の余先生が 銅合金の大規模生産の可能性に

ついて，それぞれ口頭発表された． （増崎）

材料照射効果のモデリング・シミュレーション研究に

ついては，プレナリーを含めた口頭発表が 件であり，

ポスター発表は 件であった．口頭発表の内訳はタング

ステン材料 件，フェライト系材料 件，その他 件で

あった．タングステン材料については，電子状態計算や

モンテカルロ計算によるキャビティ中の ・ の存在状

態や粒界中の点欠陥挙動の解析，中性子照射下欠陥集合

体形成への ・ 効果について照射温度と添加元素濃

度で系統的に整理された実験結果など，照射下ミクロ組

織評価に関する発表が主であった．フェライト系材料に

ついては，電子状態計算による ・ 混合バブルの熱的

安定度の評価，速度論によるボイドスエリングの照射場

依存性評価，結晶塑性有限要素法による機械的特性のモ

デル構築，及びイオン照射下キャビティ形成に対する ・

相乗効果や中性子照射によるフェライト鋼の特性変化

の実験的解析など，幅広い照射プロセスについての発表

が比較的多かった．ポスター発表では，最も多いのがフェ

ライト系材料 件，次がタングステン 件，ハイエン

トロピー 件であった．ポスター発表で特に印象的だっ

たのが，マシンラーニングによる原子間ポテンシャル関

数の構築，及び照射による 相乗効果や特性変化の

予測に関するものであり，今後の進展に期待するととも

に，引き続き照射実験による材料照射データの蓄積を継

続していくことが非常に重要であると考える．（渡辺）

筆者（増崎）は今回初めて に現地参加したが，

会議での食のサービスが素晴らしいのが印象的であった．

コーヒーブレイクの際の軽食の量，日目のポスターセッ

ションでの酒類を含む飲食の提供には驚いた．そしてバ

ンケットは， 時半頃からビール・ワインと，バルで提

供されるタパスのような軽食の時間が 時間ほど続き，

これで終わりかと思っていたら部屋を替えて肉料理など

の夕食の時間となり，そして最後に 時過ぎまで舞台で

フラメンコが舞われた．増崎はマナーを知らず，フラメ

ンコで手拍子をしてしまったのは失敗だった．

次回は日本・静岡で開催されることとなった．会期は

年 月 日から 月 日までの予定である．

（原稿受付： 年 月５日）
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